
監査委員公告
平成25年１月10日付けで提出した監査の結果に対して、宮崎県知

事等から措置を講じた旨の通知があったので、地方自治法（昭和22
年法律第67号）第 199条第12項の規定により、次のとおり公表する
。

平成25年４月４日
宮崎県監査委員 宮 本 尊
宮崎県監査委員 山 口 博
宮崎県監査委員 押 川 修一郎
宮崎県監査委員 太 田 清 海

１ 財政援助団体等を対象とした監査

団体名 監査の結果 講じた措置

学校法 私立小学校、中学校及 指摘を受け、学校法人宮
人宮崎 び高等学校振興費補助金 崎カリタス学院を指導した
カリタ について、職員の扶養手 。その結果、過払となって
ス学院 当が過払となっているも いた扶養手当について当該
（補助 のがあった。善処を要す 職員より返金を受け、平成
団体） る。（指摘事項） 24年度会計において処理を

行うことを確認した。
また、県では平成24年12

月21日（金）に開催した私
立学校事務長等及び就学支
援金担当者会議において、
適正な私学運営の留意事項
として、手当認定の指導を
行った。

社団法 中小企業等経営基盤強 不足分の旅費を追給させ
人宮崎 化支援事業費補助金につ るとともに、今後、旅費の
県商工 いて、旅費支給額を誤っ 支給手続等について、旅費
会議所 ているものがあった。 規程に基づく適正な事務執
連合会 留意を要する。（注意事 行が行われるよう指導を行
（補助 項） った。
団体）

宮崎県 宮崎県体育振興費補助 本件は、補助事業の対象
高等学 金（全九州高等学校総合 である全九州高等学校総合
校体育 体育大会宮崎県開催４競 体育大会における宮崎県開
連盟（ 技運営費補助金）につい 催４競技について、運営に
補助団 て、実績報告書の提出が あたっている高等学校体育
体） 遅れていた。留意を要す 連盟競技専門部から高等学

る。（注意事項） 校体育連盟事務局への実績
報告書の提出が遅れていた
ものである。
今後は、当該事務局と競

技専門部との連携をこれま
で以上に十分に図り、大会
終了後２週間以内に確実に
実績報告書を提出するよう
に指導した。

社団法 経営計画に基づき、経 現在、公社では平成24年



人宮崎 営改善に積極的に取り組 ３月に策定した第３期経営
県林業 んではいるが、大幅な債 計画（改訂計画）に基づき
公社（ 務超過となっており、そ 経営改善に取り組んでいる
出資団 の額も前年度と比較して ところであり、県において
体） 増加している。引き続き も、経営改善の実行状況に

経営改善に向けた一層の ついて、毎月、公社と協議
努力が望まれる。（要望 を行い、一体となって経営
事項） 改善の確実な実行に努めて

いるところである。
県では、今後とも一層の

経営改善が図られるよう厳
しい目をもって指導・監督
を行っていくこととしてい
る。

財団法 決算財務諸表について 貸倒引当金の計上基準に
人宮崎 、貸倒引当金の計上基準 ついては、財団と財団の会
県産業 に適切でない点があった 計指導を行う監査人と相談
支援財 。留意を要する。（注意 の上、より適切な計上基準
団（出 事項） を設けるよう是正するとと
資団体 もに、県として、その是正
） 後の基準を遵守し、適正な

事務処理に努めるよう指導
した。

財団ホームページ機能 今後は、当財団財務規程
強化業務委託について、 及び宮崎県財務規則等を十
予算執行伺が適正でなか 分に確認するとともに、決
った。留意を要する。（ 裁時のチェック体制をさら
注意事項） に充実させ、同様の誤りが

ないように再発防止に努め
るよう指導した。

公益社 決算財務諸表について 監査の結果を受け、一般
団法人 、一般債権に対する貸倒 債権に係る貸倒引当金の計
宮崎県 引当金の計上基準が定め 上については、計上見積額
農業振 られていないなど適切で の算定基準を定めるよう指
興公社 ない点が見受けられた。 導した。
（出資 留意を要する。（注意事 また、今後、適切な決算
団体） 項） 処理に向け、会計基準の遵

守が行われるよう内部チェ
ック機能の強化を指導した
。

公益財 ホームページ維持管理 指摘を受け、当該財団で
団法人 業務委託等について、一 は、次のとおり対応を行っ
宮崎県 者随意契約の理由が記載 た。
立芸術 されていないものが見受 ・ 予算執行伺の決裁伺起
劇場（ けられた。留意を要する 案時に、出納員（総務課
出資団 。（注意事項） 長）及び会計担当職員が
体） それぞれ契約の方法及び

その理由が正しく記載さ
れているかの確認を徹底
することとした。特に、



一者随意契約を行う場合
には、その理由が明確に
記載され、適切な契約方
法となっているか確認を
行うこととした。

・ 適切な事務処理が行わ
れるよう、財団職員に改
めて周知を行った。
また、県では上記対応を

確認した。

財団法 会計処理について、契 財団法人宮崎県健康づく
人宮崎 約や決裁等の手続に関す り協会より、「会計処理規
県健康 る規程がないため、適正 程実施細則」を策定（平成
づくり でないものが散見された 25年２月１日施行）し、細
協会（ 。留意を要する。（指摘 則に沿った契約及び決裁等
出資団 事項） の事務処理の適正化を徹底
体） する旨の改善報告がなされ

たことから、今後は、細則
に基づいた適正な会計処理
の徹底を図るよう指導した
。

住居手当について、支 財団法人宮崎県健康づく
給不足となっているもの り協会より、支給不足とな
があった。善処を要する っていた職員１名の住宅手
。（注意事項） 当については、平成24年11

月分の給与支給時に追給し
た旨の改善報告がなされた
ことから、今後は、支給内
容を十分確認し適正な会計
経理の徹底を図るよう指導
した。

財団法 委託契約について、予 エコクリーンプラザみや
人宮崎 算執行伺書が適正でない ざき運転管理等業務委託に
県環境 ものが見受けられた。留 おいて、当初の予算執行伺
整備公 意を要する。（指摘事項 額を超える変更契約をした
社（出 ） 際、変更契約の伺いは行っ
資団体 ていたが、予算執行伺の変
） 更をしていなかったことか

ら、今後は、当初の予算執
行伺額を超える変更契約を
行う場合には、予算執行伺
の変更を行うよう指導した
。
また、最終処分場Ｃ区画

シート内水抜き及び補修作
業業務委託において、予算
執行伺の工期と請書の工期
が異なっていたことから、
今後は、十分確認し、適正
な処理に努めるよう指導を
行った。



エコクリーンプラザみ 平成23年度に浸出水処理
やざき運転管理等業務委 水の下水道放流施設整備工
託事業について、浸出水 事等が完了したことに伴い
処理方法の変更に伴う契 、早急に業務委託先と協議
約条項等の見直しが行わ を行い、契約条項等の見直
れていなかった。善処を しを行うよう指導を行った
要する。（注意事項） 。

宮崎県 樹苗育成に係る資金の 今後、定款及び資金貸付
樹苗需 貸付けについて、運用財 実施要領に基づき、樹苗養
給安定 産の額を超えて貸付けが 成のために会員に貸し付け
基金協 行われていた。留意を要 る資金貸付けの限度額は、
会（出 する。（指摘事項） 運用財産の範囲内とするよ
資団体 う指導するとともに、当期
） （平成24年10月１日から平

成25年９月30日まで）の貸
付け計画は、運用財産の範
囲内であり、改善されてい
ることを確認した。

公益財 「2012春季プロスポー 請負契約又は物件の買入
団法人 ツキャンプポスター及び れその他の契約を締結した
みやざ チラシ」等作成業務委託 場合には、契約の適正な履
き観光 等について、処務規程に 行を確認するため、検査員
コンベ 基づく検査員を命じてい を命じ、必要な検査を適正
ンショ ないなど履行の検査確認 に実施するよう指導した。
ン協会 が適正でなかった。留意
（出資 を要する。（注意事項）
団体）

宮崎県教育旅行現地視 請負契約又は物件の買入
察会における旅行手配委 れその他の契約に基づき、
託等について、成果報告 契約金を支払う場合には、
書等の提出がないにもか 成果報告書等により、契約
かわらず支払を行ってい の適正な履行を確認した上
るものが見受けられた。 で行うよう指導した。
留意を要する。（注意事
項）

負担金の予算執行等に 予算執行等の事務を行う
ついて、処務規程に基づ に当たっては、処務規程の
く事務を行っていないも 決裁権限を確認し、適正な
のが見受けられた。留意 事務処理を行うよう指導し
を要する。（注意事項） た。

財団法 一ッ瀬川河口域におけ 同センターに対し、財務
人宮崎 る財団法人宮崎県内水面 規程を遵守し、適正な事務
県内水 振興センター所有の警備 処理を行うよう指導し、平
面振興 船等の航路案内に係る業 成24年度の契約事務につい
センタ 務委託等について、予定 て改善されたことを確認し
ー（出 価格調書が作成されてい た。
資団体 ないなど契約事務が適正
） でないものが見受けられ

た。留意を要する。（指



摘事項）

船舶の貸付けについて 同センターに対し、財務
、財務規程に沿った手続 規程を遵守し、適正な事務
がされていなかった。善 処理を行うよう指導し、指
処を要する。（指摘事項 摘後直ちに改善されたこと
） を確認した。

決算財務諸表について 同センターに対し、公益
、雑収益の計上を誤るな 法人会計基準を遵守し、適
ど適切でない点が見受け 正な会計処理を行うよう指
られた。留意を要する。 導し、平成24年度の会計処
（注意事項） 理について改善されたこと

を確認した。

公益社 公の施設の管理運営に 監査指摘後、宮崎県緑化
団法人 ついて、契約書の内容に 推進機構では、契約書の是
宮崎県 不備があるなど、契約事 正を行うとともに、契約事
緑化推 務が適正でないものがあ 務について、本年度から見
進機構 った。留意を要する。（ 直しを行った。
〔宮崎 注意事項） また、次年度以降も適正
県川南 な処理に努めることとして
遊学の いる。
森〕（ 県では、宮崎県緑化推進
公の施 機構においてこれらの是正
設の指 状況や、見直し作業が適正
定管理 に行われていることを確認
者〔指 した。
定管理 今後も引き続き、適正な
施設〕 契約事務の執行について、
） 指導・監督に努める。

神楽酒 公の施設の管理運営に 基本協定に基づく事業報
造株式 ついて、基本協定書に基 告書を提出するとともに、
会社〔 づき四半期ごとに提出さ 今後は基本協定に基づき適
県営国 れる事業報告において、 切な報告を行い、必要があ
民宿舎 適切に報告されていない れば、随時県に相談するよ
高千穂 事項があった。留意を要 う指導を行った。
荘〕（ する。（注意事項）
公の施
設の指 公の施設の管理運営に 基本協定書において定め
定管理 ついて、基本協定書にお るものとされている文書等
者〔指 いて定めるものとされて の管理基準及び保存期間を
定管理 いる文書等の管理基準及 定めた文書管理規則を作成
施設〕 び保存期間が定められて するよう指導した。
） いなかった。善処を要す

る。（注意事項）


